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地
域
子
育
て
支
援

　
　

高
齢
者
支
援 認知症者支援

被後見人等支援

小 さ な 拠 点（ 内 閣 府 ）介護予防・日常

生活支援総合事業

（厚労省）

地
方
創
生

（
内
閣
府
等
）

我
が
事
・
丸
ご
と

（
厚
労
省
）

空
家
・
空
室
の
活
用

農
福
連
携

SD
Gs

域 学 連 携

外 国 人 支 援

刑余者支援

生
活
困
窮
者
支
援

　
　

障
が
い
者
支
援

地域共生
プラット
フォーム

SC
生活支援
コーディネーター

CSW
地域福祉
ソーシャルワーカー

（※）プラットフォーム：基本的に出入り自由で、共通の
目的達成を目指した構成員による、緩やかな連携基盤

地域住民の視点に立ち、
共生を働きかける

地域共生住民会議（仮称）

生活の現場のニーズを把
握、現場が持っている知
恵と思いの集約と発信
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<<　事　　例　>>

●●●　コ  ラ  ム　●●●●●●　コ  ラ  ム　●●●
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・参加や裾野の拡充
・新たな課題への対応や、
多様な活動・連携の開発
・分野や平常時・災害時を
超えた“つながり”づくり
・活動の支援やコーディネート

セルフ
ヘルプ
グループ

ボランティア
グループ

大学等
地域

ＮＰＯ

協同
組合

公益
法人

企業

個人
多様なボランティア

＝“つながり”を通じた支え合い

社協（市・区ボランティアセンター）

イメージ図

【取組みの方向性】
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市
社
協

保
険
会
社

利
用
者

死後事務委任契約

保険料

生命保険金（利用者死亡時）

月額利用料（3千円～）

見守り（委託）

死後事務（委託・保険金により）

やすらかパック事業（※）

市
社
協

利
用
者

死後事務委任契約

預託金（50万円～）・年会費

見守り・入退院支援

死後事務（預託金により）

ずーっとあんしん安らか事業（※）

<<　事　　例　>>
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就労支援や
働く場の提供

子どもたちへの
自立支援・学習支援

子ども、障がい者、認知
症の方の居場所づくり

各種専門相談

見守り活動等、地域
住民と連携した活動

地域ごとの課題解決に向け
各法人ができる範囲で協力

社会福祉法
人の専門性、
施設機能な
ど、地域の各
法人の強み
を活かして、
連携した支
援を実施

地域課題を、地域の社会福祉
法人が連携して解決

地域の社会福祉法人福岡県
社会福祉協議会

主任サポーター

担当者・サポーター

相談
連携

配置

連携 連携

地域課題解決
に向けた連携

事例検討

現物給付

基金
管理拠出

情報共有 情報共有

生計困難世帯等

市区町村、市区町村社会福祉協議会、民生委員、自立相談支援事業所、等

ふくおか
ライフレスキュー

基金

社会福祉法人
（オール福岡）

『ふくおかライフレスキュー事業』
～全県で展開するワンストップの総合相談事業～

社会福祉法人の連携　イメージ図

状況把握・支援

各
地
区
の
連
絡
会

<<　事　　例　>>
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<<事　例>>　社協が日常生活自立支援事業と成年後見制度で支援した事例
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福岡市居住支援協議会

生活
支援

入居
支援

支援

連携
協力

連携
協力

協力
店

支援
団体

住まいサポートふくおか

<<事　例>>　『空家を地域の宝に！野芥フリーハウス』
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バランスが重要

個人情報

個人の権利権益の保護 個人情報の有効活用
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負のスパイラルで
感染症が広がる

「病気」
第1の感染症（顔）

「不安」
第2の感染症（顔）

「差別」
第3の感染症（顔）

結果として病気の拡散を招く

人を遠ざける

不安が生まれる

◆負のスパイラルを好循環に転換していく
　ストーリーを、実践をもとに描く。

「健康」
第1の顔

「安心」
第2の顔

「共生」
第3の顔

支え合うことで心も体も元気になる

一人にならないでいろんな人とつながる

思いやりの気持ちをもつ

◆ストーリーは、理解→気づき→交流→認識の変容
　→生活態度の変容→社会活動への参加→社会連帯の発信

コロナの 3つの顔を
新しい顔に変えていく

② 全国社会福祉協議会の教材

① 日本赤十字社の教材

「差別」の顔を見つめる
＝ハンセン病問題から学ぶ

●●●　コ  ラ  ム　●●●●●●　コ  ラ  ム　●●●
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◇資料編 

■福岡市社会福祉協議会第６期地域福祉活動計画策定経過 

【令和２年１月】第１回策定委員会 

○正・副委員長の選任について 

○第６期地域福祉活動計画までの経過及び第６期計画策定方針について 

○第６期地域福祉活動計画が踏まえる地域課題・生活課題の現状と推移 

○地域共生社会（今後の福祉改革を貫く基本コンセプト）の実現に向けた社協事業展開の

ポイント 

【令和２年２月】第２回策定委員会 

○第６期地域福祉活動計画全体像の考え方について 

○さらなる事業の重点化の柱について 

 ・複合機能の形成に向けての関連事業の組み立て 

～地域共生社会の実現に向けた包括的支援体制づくりのポイントとなる「住まい・

住まい方」（リビングファースト）～ 

・特に重点的に取り組む分野としての「障がい福祉」と事業展開上の新たな主要課題と

しての「精神障がい者の地域自立生活支援」 

・複合機能の形成に向けての関連事業の組み立て 

   ～地域共生社会の実現に向けた包括的支援体制づくりのポイントとなる「権利擁護

事業」の今後の展開～ 

・複合機能の形成に向けての関連事業の組み立て 

～地域共生社会の実現に向けた包括的支援体制づくりのポイントとなる「多死時代
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到来」に向けた事業の集約化・総合化～ 

【令和２年２月】市社協地域福祉部会 （策定方針説明） 

【令和２年３月】第３回策定委員会 

○地域共生社会の実現に向けた取組み 基盤としての小地域福祉活動 

   

○地域共生社会政策の具体化とコミュニティソーシャルワークの展開 

   

 

○地域包括ケアと地域福祉の一体的推進を目指す実証実験 

   

       

○ファンドレイジングを組み込んだ生活課題解決スキームの開発 

   

○複合機能の形成に向けての関連事業の組み立て 

 ～地域共生社会の実現に向けた包括的支援体制づくりのポイントとなる「生活支援の

推進策」～ 

   

【令和２年６月】市社協地域福祉部会 （策定進捗報告） 

【令和２年１０月】第４回策定委員会 

○第６期地域福祉活動計画 骨子案について 

○総論 

○各論 

 

 

【令和２年１１月】地域福祉部会 （骨子案説明） 
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【令和２年１１月】第５回策定委員会 

○総論 

○各論 

【令和３年１月】市社協施設部会 （重点項目説明、パブリックコメントの周知） 

        ※書面開催 

【令和３年１月】共創会議 （重点項目説明、パブリックコメントの周知） 

        ※書面開催 

【令和３年２～３月】各区自治協議会会長会等（重点項目説明、パブリックコメントの周知）

      ※書面開催 

【令和３年２月】市社協民生委員・児童委員部会（重点項目説明、パブリックコメントの周知）

        ※書面開催 

【令和３年３月】パブリックコメント実施 

【令和３年５月】第６回策定委員会 

○パブリックコメントの実施報告について 

○新規事業等の報告 

・認知症介護家族やすらぎ支援事業【福岡市委託事業】 

・地域包括支援センター事業【福岡市委託事業】 

・包括的な支援の実施に向けた体制構築モデル事業（重層的支援体制整備事業移行準備

事業）【福岡市委託事業】 

・住まいサポートふくおか事業【福岡市居住支援協議会事業】 

・災害ボランティアセンター関連の取り組み 
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